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特
集
◇
記
念
す
る
文
学

宗
因
旅
の
発
句
色
紙

こ
こ
に
取
り
あ
げ
る
新
出
の
宗
因
色
紙
十
二
枚
は
、
現
在
、
八

し
ょ

‘2さ
ょ
う
じ

代
市
本
町
の
真
宗
仏
光
寺
派
正
教
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
寺
に

は
、
闊
更
・
蝶
夢
・
士
朗
・
一
茶
・
玉
屑
等
と
の
雅
交
、
「
俳
諧

芭
蕉
談
』
「
芭
蕉
翁
反
故
文
』
「
次
郎
兵
衛
物
語
』
等
の
著
述
で
知

ら
れ
る
第
十
世
住
持
・
文
暁
（
享
保
二
十
ー
文
化
十
三
年
）
の
蒐

注
ー

集
に
か
か
る
多
く
の
俳
諧
資
料
が
伝
存
し
て
い
る
が
、
当
の
色
紙
は
、

現
職
の
藁
井
信
恒
氏
が
近
年
購
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
の
故
地

た
る
八
代
と
は
、
も
と
関
係
が
な
い
。
全
紙
に
亘
り
、
霞
と
四
季
景

物
の
お
の
お
の
が
、
金
泥
及
び
淡
彩
色
に
よ
っ
て
、
染
紙
の
下
絵
と

し
て
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
紛
れ
も
な
い
宗
因
真
箪
で
認
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
す
べ
て
俳
諧
の
、
し
か
も
、
地
名
に
ま
つ
わ
る
発
句

で
あ
る
。
い
ま
仮
に
、
〈
宗
因
旅
の
発
句
色
紙
〉
と
呼
ん
で
お
く
。

裏
面
に
は
そ
れ
ぞ
れ
剥
離
の
痕
跡
が
見
え
、
元
来
、
屏
風
等
に

仕
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
、
包
紙
に
、
近
代
の

書
き
付
け
と
思
し
き
「
西
山
宗
因
宗
祇
宗
長
の
後
談
林
派
の
巨

匠
也
／
西
山
宗
因
発
句
十
五
杖
／
梅
花
翁
又
ハ
梅
翁
卜
号
」
と
の

墨
書
が
あ
っ
て
、
旧
蔵
者
の
段
階
で
三
枚
が
失
わ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

成
立
と
伝
来
の
経
緯
は
、
こ
れ
以
外
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

署
名
は
「
梅
翁
」
「
梅
花
翁
」
「
翁
」
の
三
種
。
延
宝
二
年
五
月
中

旬
成
立
の
松
山
玖
也
編
『
桜
川
』
が
「
梅
翁
」
号
の
初
見
で
あ
る

注
2

か
ら
、
染
筆
の
時
期
は
、
ひ
と
ま
ず
延
宝
年
間
と
定
め
ら
れ
る
。

以
下
、
各
紙
個
別
に
考
証
す
る
が
、
新
出
句
・
俳
書
未
入
集
句

を
多
く
含
む
と
い
う
資
料
的
価
値
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、
先
取
り

し
て
断
っ
て
お
こ
う
。
な
お
、
掲
出
の
順
は
私
意
に
基
づ
く
。

尾

崎

千

佳
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さ
つ
て
さ
て

し
ぐ
れ
や

里
の
名
に
あ
へ
る

梅
翁

ヽ

F
野
国
さ
っ
た
と
い
ふ
所
に

し

や
ど
り
て

①
 

①

縦

0

.l
ノ
、
横

糎
。
下
絵
は
窃
゜

同

一
の
俳
杏
入
集
発
句
は
認

め
ら
れ
な
い
が
、
究
文
十
年
刊

「
究
伍
集
」
に
「
総
州
幸
手
に
て
」
、

同
八
月
刊
「
続
境
海
草
」
に

ノ

「
総
州
幸
手
の
宿
に
て
」
と
の
詞
苫
を
伴
っ
て
、
「
是
は
抜
さ
つ
て

の
宿
の
時
雨
か
な
西
翁
」
の
句
が
載
る
。「
さ
つ
て
」
は
現
埼

玉
県
に
位
地
し
、
奥
州
へ
通
ず
る
日
光
街
道
の
宿
。
俳
苫
入
集
の

「n
心
は
援
」
句
は
、
突
文
二
年
九
月
未
に
岩
城
平
を
辞
し
、
十
月

初
旬
に
江
戸
帰
た
が
し
た
、
「
奥
州
塩
寵
記
」
の
旅
中
吟
と
推
定
さ

れ
る
。
宗
因
の
奥
州
街
道
往
還
は
こ
の
機
に
限
ら
れ
る
か
ら
、
中
ー

色
紙
「
里
の
名
に
」
句
の
成
立
も
、
中
兄
文

ろ
う
。
さ
て
、
色
紙
詞
内
に
お
け
る
「
野
国
」
は
、
「
下
総
国
」
の

誤
り
に
迎
い
な
い
。
「
さ
っ
た
」
を
「
さ
つ
て
」
と
同
筆
で
改
め

る
の
は
、
「
さ
っ
た
」
で
は
下
五
の
句
形
「
さ
つ
て
さ
て
」
が
祁

き
出
さ
れ
な
い
と
気
付
い
て
為
し
た
修
正
か
。
い
ず
れ
単
純
に
過

ぎ
る
ミ
ス
で
は
あ
り
、
当
句
に
線
わ
る
記
爵
が
、
相
当
に
朧
化
し

て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
当
句
は
、
「
口
疋
は
援
」
句
の
異
同
の
範

疇
に
あ
ろ
う
。

句
の
眼
目
は
、
謡
血
「
定
家
」
の

"3 

る
宿
の
」
を
掠
め
つ
つ
、
「
さ
つ
て
」

て
」
を
言
い
掛
け
た
趣
向
に
あ
る
。

節
「
抜
々
時
雨
を
留
む

の
宿
に
感
咬
辞
「
さ
て
さ

年
十
月
と
し
て
良
か

79 
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つ
れ
の
人

K
＼
み
な

う
な
づ
き
け
り

②

縦

二
O・

七
、
横

J
.

四
糎
。
下
絵
に
配
さ
れ
る
笹
は
、

古
歌
に
「
笹
の
葉
に
あ
ら
れ
降

る
夜
の
寒
け
き
に
」
（
「
千
載
和

歌
集
」
巻
第
卜
五
・
馬
内
侍
）

L

な
ど
と
詠
ま
れ
、
「
俳
諧
類
舷
集
」

に
「
玉
霰
」
の
付
合
語
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
句
中

詞
「
た
ま
あ
ら
れ
」
に
照
応
す
る
。

遠
江
浜
松
を
す
ぐ
る
時

お
な
じ
く
は
ま
め
板

に
し
て
た
まあ
ら
れ

梅
翁

②
 

「
境
海
草
」
に
入
集
す
る
、
「
ね
が
は
く
は
ま
め
板
に
し
て
玉
あ

ら
れ

一
幽
」
の
異
同
句
。
色
紙
に
固
有
の
詞
書
は
、
東
海
道
中

の
吟
と
伝
え
る
。
「
境
海
草
j

は
万
治
三
年
七
月
の
刊
、
そ
れ
に

先
立
つ
宗
因
東
下
に
関
し
て
、
加
藤
正
方
・
里
村
玄
的
に
同
道
し
、

七
里
の
渡
し
海
上
で
「
初
何
」

三
吟
連
歌
百
韻
（
綿
屋
文
廊
蔵

「
宗
困
連
歌
集
」
）
を
成
就
し
た
党
永
十
七
年
の
二
月
中
旬
前
後
よ

り
他
は
、
確
定
し
得
る
賽
料
を
欠
い
て
い
る
。
こ
れ
と
て
季
が
合

致
し
な
い
。
と
ま
れ
、
万
治
二
年
以
前
の
冬
に
成
っ
た
、
〈
旅
の

発
句
色
紙
〉
中
、
蚊
旧
作
に
属
す
る
発
句
で
あ
る
。

「
豆
板
か
餌
か
け
松
の
玉
磁
『
K
坂
白
甫
」
（
「
続
榜
海
草
」
冬

部
）
の
如
く
、
玉
嵌
を
豆
板
銀
に
擬
す
例
句
は
当
代
に
多
い
。
一

句
は
、
折
か
ら
の
嵌
の
礫
に
、
「
ど
う
せ
降
ら
す
の
な
ら
、
豆
板

銀
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
戯
け
て
祈
願
し
て
み
せ
る
風
情
で
、
雅

語
「
た
ま
あ
ら
れ
」
か
ら
、
口
語
「
し
て
た
も
れ
」
を
引
き
出
し

た
の
が
手
柄
で
あ
ろ
う
。
続
く
「
つ
れ
の
人
が
＼
み
な
う
な
づ
き

け
り
」
の
指
示
内
容
の
具
休
は
、
作
句
情
況
の
不
明
ゆ
え
に
判
然

と
し
な
い
け
れ
ど
も
、
「
伊
勢
物
語
」
八
橋
の
、
業
平
歌
に
感
じ

た
供
人
の
さ
ま
、
「
み
な
人
、
か
れ
い
ひ
の
う
へ
に
涙
お
と
し
て

ほ
と
び
に
け
り
」
辺
り
の
表
現
を
初
彿
と
さ
せ
る
。
風
雅
の
旅
を

80 
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③
 

と
し
の
く
れ

巾
す
や
姥
が

餅
が
な
る
と

れ
津
を
と
を
ると
て

梅
翁

宗
困
類
句
に
、
「
弥
生
也
春
の

収
湘
の
姥
が
餅
」
（
早
稲
田
大
舜

図
t
忌
皿
蔵
「
西
翁
道
之
記
」
）

、

③

縦

0• 
l

ノ
、
横

J

.

四
糎
。
下
絵
は
、
冬
紅
葉
・
冬

E
の
屎
゜

も
じ
る
べ
く
、
年
い
か
れ
た
後
t
口
と
見
て
お
き
た
い
。

梅
化
翁

伊
勢
桜

太
神
宮
に．．
 
谷
り
し
時

と
こ
ろ
の
名
物
「
姥
が
餅
」

「
し
げ
り
行
i

早
津
の
姥
を
餅
の
情
宗
因
」

（延
宝
四
年
じ
月
刊

「
誹
諧
当
世
男
」
）
の
二
句
が
あ
っ
て
、
前
者
は
究
文
二
年
三
月
の

奥
州
下
向
時
、
後
者
は
延
宝
――
生
年
夏
の
江
戸
風
虎
邸
よ
り
帰
坂
時

の
作
と
知
ら
れ
る
。
ほ
か
、
窃
文
四
年
二
月
に
も
東
海
道
を
下
っ

た
は
ず
だ
が
（
柿
衛
文
庫
蔵
「
東
下
り
冨
士

一
見
記
」
）
、
草
津
宿

で
年
の
瀬
を
迎
え
た
％
句
の
成
立
年
次
は
、
日
の
と
こ
ろ
定
か

に
し
得
な
い
。
新
出
句
で
あ
る
。

一
句
は
、
正
月
飾
り
の
餅
花
に
、

を
掛
け
た
ば
か
り
で
あ
ろ
う
。

御
鎖
座
の
床

め
づ
ら
な
り

④
縦

二
0
.
J
、
横
｝

•
四

糎
。
下
絵
中
央
右
手
に
神
宮
鳥
居

と
松
、
左
上
方
に
伊
勢
海
上
の
帆

掛
船
、
右
上
方
に
は
千
島
が
飛
ん

で
、
伊
勢
国
の
風
物
が
賑
わ
し
い
。

当
句
は
、
延
宝
元
年
頃
刊
「
西

山
宗
因
千
句
」
下
に
所
収
の
「
伊
勢
に
て
」
独
吟
百
韻
の
発
句
で
、

う
ち
付
句

一
句
が
窃
文
卜
年
八
月
刊
「
続
境
海
章
」
に
入
集
し
て

い
る
。
党
文
十
年
春
は
宗
因
九
州
滞
留
中
ゆ
え
、
そ
の
典
行
は
少

81 
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な
く
と
も
、

党
文
九
年
以
前
ま
で
遡
る
。
子
宗
春
を
伴
っ
て
太

神
宮
に
参
拝
し
、
「
賦
初
何
」
連
歌
百
韻
を
奉
納
し
た
（
穎
原
文

庫
蔵
「
万
治
四
年
宗
困
宗
春
両
吟
百
韻
辿
歌
」
）
、
ガ
治
四
年
春
の

成
立
と
推
し
て
、
ま
ず
間
違
い
な
か
ろ
う
。

発
句
は
、
歌
語
「
床
め
づ
ら
な
り
」
（
「
拾
辿
和
歌
集
」
巻
第
卜

四

．
恋
四

・
人
歴
「
難
波
人
は
火
た
＜
屋
は
す
、
た
れ
ど
已
が
つ

ま
こ
そ
と
こ
め
づ
ら
な
れ
」
）
を
用
い
て
、
神
の
御
座
所
と
伊
勢

桜
の
、
常
し
え
の
鮮
や
か
さ
を
好
ぐ
。

④

伊
勢
の
あ
ひ
の
山
に
て

泊
の
み
し
あ
そ
ぴ
し
に

つ
る
と
か
い
ひ
し
を

も
て
興
ず
る
を
み
て

⑤
縦

0
•

五
、
横

四
糎
。
右
横
裏
面
に
裁
断
の
跡

が
あ
る
。
5

局
の
葉
と
花
房
の
下
絵

で
、
句
中
詞
「
ま
鈷
業
」
に
応
じ

る
。安
水
六
年
九
月
刊
「
む
か
し
口
j

に
、
「
い
せ
の
く
に
、
て
、
あ
る
茶
亭
の
女
あ
る
じ
鶴
と
い
へ
る

が
、
吾
名
に
ほ
句
ひ
と
つ
と
乞
け
る
に
」
と
9

削
注
し
て
、
「
必
の

業
の
お
つ
る
が
う
ら
み
夜
の
霜
」
句
が
載
る
。
同
十
年
刊
「
梅
翁

宗
因
発
句
集
」
も
、
「
茶
亭
の
女
つ
る
と
い
へ
る
が
名
に
寄
て
」

と
詞
仕
し
、
「
姑
の
業
の
」
句
を
宗
困
発
句
と
し
て
収
録
し
て
い

ー

1

る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
後
代
の
編
紅
句
集
以
外
に
、
俳
げ
人
集
の

形
跡
は
な
い
。「
む
か
し
日
」
「
梅
翁
宗
囚
発
句
集
」
の
出
典
は
、

ii.
＂ 

安
水
五
年
刊
「
三
冊

f
」
「
あ
か
ざ
う
し
」
の
、
次
の
件
に
求
め

ら
れ
よ
う
。「
野
ざ
ら
し
紀
行
」
中
、
伊
勢
外
宮
参
拝
の
帰
途
に

詠
ま
れ
た
芭
蕉
句
、
「
曲
の
香
や
蝶
の
翅
に
低
す
」
に
注
し
て
日

゜
＜
 

此
句
は
、
あ
る
茶
店
の
片
は
ら
に
道
や
す
ら
ひ
し
て
た

ず
み
あ
り
し
を
、
老
翁
を
見
知
り
侍
る
に
や
、
内
に
訥
じ
、

ま
姑
船
の
お
つ
る
に

さ
は
ぐ
座
中か
な
翁

ヒ
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⑤
 

家
女
料
紙
持
出
て
句
を
頻
ふ
。
其
女
の
い
は
く
、
「
我
は
此

家
の
遊
女
な
り
し
を
、
今
は
あ
る
じ
の
要
と
な
し
侍
る
也
。

先
の
あ
る
じ
も
鶴
と
い
ふ
遊
女
を
要
と
し
、
其
比
、
難
波
の

宗
因
此
処
に
わ
た
り
玉
ふ
を
見
か
け
て
句
を
ね
が
ひ
訥
た
る

と
也
」
。
「
例
お
か
し
き
事
ま
で
い
ひ
出
て
、
し
き
り
に
の
ぞ

み
侍
れ
ば
い
な
み
が
た
く
て
、
か
の
難
波
の
老
人
の
句
に
、

窃
の
葉
の
お
つ
る
の
恨
夜
の
街

と
か
い
ふ
句
を
前
tr
に
し
て
、
こ
の
句
遣
し
侍
る
」
と
の
物

が
た
り
也
。「
其
名
を
て
う
と
い
へ
ば
、
か
く
い
ひ
侍
る
」

と
也
。「
老
人
の
例
に
ま
か
せ
て
内
捨
た
り
。
さ
の
こ
と
も

侍
ら
ざ
れ
ば
な
し
が
た
き
事
也
」
と
云
り
。

色
紙
の
出
現
は
、
右
に
聞
き
伝
え
ら
れ
た
逸
話
の
信
憑
性
を
保
証

す
る
。「
窮
の
菜
の
」
「
ま
葛
葉
の
」
両
句
は
も
ち
ろ
ん
、
も
と
同

一
句
で
あ
ろ
う
。

「
紹
の
葉
の
」
句
は
「
E

和
」
に
よ
り
、
「
ま
岱
葉
の
」
句
も
「
お

つ
る
」
（
落
葉
）
に
よ
り
、
冬
季
卜
月
の
詠
。
と
こ
ろ
は
神
宮
参

拝
客
の
遊
典
地
と
し
て
盛
る
間
山
で
あ
る
。
宗
因
の
伊
勢
訪
問
は
、

万
治
三
年
十
月
ー
同
四
年
春

・
延
宝
元
年
八
月
ー
ト

一
月

・
延
宝

四
年
十
月
ー
十
二
月

・
延
宝
七
年
五
月
ー
九
月
の
、
都
合
四
度
を

挙
げ
得
、
い
ま
い
ず
れ
と
も
分
き
難
い
。

芭
蕉
に
旅
す
が
ら
の
即
典
吟
を
促
し
た
も
の
は
、
「
か
の
難
波

の
老
人
」
の
先
樅
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一

句
は
、
「
つ
る
と
か
い

ひ
し
」
遊
女
あ
が
り
の
茶
店
女
房
の
名
を
、
真
必
葉
の
「
お
（
落
）

つ
る
」
に
掛
け
つ
つ
、
落
葉
に
さ
え
騒
ぎ
か
ね
な
い
酒
宴
の
喧
喋

を
詠
ん
で
、
当
座
の
興
を
よ
く
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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⑥

縦

二
0

・
ヒ
、
横

J
.

糎
°
F
絵
は
、
左
右
よ
り
応
"Lji.

下
方
中
央
に
笹
業
を
配
し
、
「
ハ

幡
の
か
み
」
の
鎖
座
す
る
男
山
を
、

左
上
方
に
眺
め
る
意
匠
で
あ
る
。

如
兄
文
六
年
三
月
刊
「
遠
近
集
」

に
、
「
西
翁
」
号
で
入
集
す
る
。
石
梢
水
八
幡
宮
を
拝
す
る
機
会

.I
b
 

は
そ
の
生
涯
に
幾
度
か
あ
っ
た
ろ
う
し
、
党
文
丘
年
以
前
冬
と
い

⑥
 

}
幡
の

妥
は

か
み
頭
IlJ

か
た
ぶ
け
よ

梅
化
翁

う
ぢ
よ
り
ふ
し
見

そ
だ
ち
か
な

竹
の

f
は

伏
見
衆
竹
十送
ら
れ
し
に

梅
翁

う
以
上
の
年
次
推
定
は
叶
わ
な
い
。

句
意
は
、
せ
め
て
そ
の
紙
頭
巾
を
被
っ
た
頭
を
垂
れ
る
ぐ
ら
い

の
こ
と
は
せ
よ
、
と
、
神
前
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
す
る
と

い
う
の
で
あ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
八
幡
の
「
か
み
（
神
）
」

と
「
か
み

（紙
）
頭
巾
」
の
掛
制
に
、

一
句
の
作
り
が
あ
る
。

⑦

縦

O

・
七
、
横

J

.

糎
。
竹
及
び
右
下
方
に
筍
の
下

絵
は
、
句
中
詞
「
竹
の
子
」
を
、

直
飲
に
描
く
も
の
で
あ
る
。

窃
文
十

一
年
一『
月
刊

「
落
花
集
」

に
「
西
翁
」
号
で
採
ら
れ
て
お
り
、

同
九
年
四
月
力
ら
十

一
年
十
月
に
か
か
る
九
州
遊
歴
の
間
を
差
し

引
い
て
、
突
文
九
年
の
春
が
、
成
立
の
下
限
で
あ
る
。
伏
見
居
住

の
経
歴

（如
兄
、
水
十
ヒ
年
頃
ー
正
保
四
年
八
月
）
の
ゆ
え
も
あ
っ
て

か
、
宗
囚
が
、
西
岸
寺
任
口
を
は
じ
め
と
す
る
伏
見
衆
と
終
生
深

い
交
わ
り
を
保
っ
た
こ
と
、
い
ち
い
ち
の
証
例
は
省
略
す
る
。

「竹
の

f
は
う
み
の
ま
、
な
る
そ
だ
ち
哉
忍
p
久
任
」

（「
ゆ

め
み
草
」
巻
第
四
•
以

）
な
ど
、
「
竹
の
子
」
にf
供
の
成
脊
の
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意
を
掛
け
る
初
期
俳
諧
の
常
套
の
ヒ
に
、
軋
話
「
う
ぢ
よ
り
そ
だ

ち
」
（
「
毛
吹
古
卜
」
巻
第
一
7
世
話
）
を
地
名
の
「
宇
治
」
に
掛
け

重
ね
て
、
贈
り
‘E
へ
の
謝
辞
と
し
た
句
で
あ
ろ
う
。

⑦
 

形
で
入
る
。

「
堺
」
は
、
近
世
、
摂
津
国
「
す
み
よ
し
」
郡
の
う
ち
に
属
し
、

「
誹
諧
初
学
抄
」
に
「
堺
の
し
ほ
ひ
三
月
一―
-Fl
也
」
と
季
語
設
定
さ

れ
る
ほ
ど
、
潮
干
狩
の
浜
と
し
て
知
ら
れ
た
。

一
句
は
、
「
堺
に
」
に
、
地
名
と
順
接
接
続
助
詞
の
両
義
を
持

た
せ
、
「
三
月
の
三
日
じ
ゃ
さ
か
い
に
、
堺
で
潮
干
狩
り
に
遊
ぶ

ん
や
な
あ
」
、
と
の
謂
。
「
か
た
こ
と
」
が
「
そ
の
こ
と
を
さ
う
し

た
さ
か
い
に
と
云
べ
き
を
。
さ
か
い
で
と
い
ふ
は
如
何
」
（
巻
二
）

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
さ
か
ひ
で
」
型
で
も
そ
の
趣
意
は
変
わ

ら
な
い
。 堺

に

梅
翁

し
ほ
ひ
哉

9

月
の
f

↓

t11
じ
ゃ

す
み
よ
し
に
て

⑧

縦

O

・
七
、
横

J
.

四
糎
。
下
絵
は
、
柳
に
飛
ぶ
千

.J
o
 

n,＂ 
逸
屯
1

・
延
宝
四
年
刊
「
松
菜
俳

林
」
に
、
「
三
月
の

か
ひ
で
潮
干
か
な

梅
翁
」
の
句

日
じ
や
さ
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⑨

縦

二
O

・
七
、
横

l
)

．

糎
。
下
絵
は
笹
と
寒
梅
か
。

同
時
代
俳
K
2
に
は
見
出
せ
ず
、

文
化
二
年
二
月
校
正
版
「
梅
翁
宗

困
発
句
集
j

巻
未
の
「
梅
翁
発
InJ

ー

後
拾
辿
六
卜
四
章
」
に
お
い
て
、

漸
く
補
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
典
拠
も
作
句
年
次
も
不
明
。

「
あ
ら
れ
松
原
」
は
「
す
み
よ
し
」
大
社
の
近
く
、
万
染
以
来

ざ
ゞ
ん
ざ
や

あ
ら
れ
松
ば
ら

洒
の
か
ん

梅
翁

9

9

,

_

 

す
み
よ
し
に
て

⑧
 

縦

O

・
J
、
横

四
糎
。
下
絵
は
若
松
か
。

延
宝
八
年
二
月
刊
「
福
原
製
鏡
j

に
載
る
が
、
も
と
「
寅
年
」
の
歳

且
吟
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
。
窃

永
三
年
丙
寅
・
同
卜
五
年
戊
寅

．

炭
安
三
年
庚
寅

．
窃
文
二
年
壬
寅
・
延
宝
二
年
甲
寅
の
う
ち
、
延

宝
二
年
に
比
定
す
る
の
が
蚊
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

It8 

「
福
原
髪
鋭
」
は
、
「
福
原
経
嶋
兵
州
ヲ
云
兵
庫
ノ
中
ニ
ー
宇

ノ
堂
有
。
経
嶋
山
来
迎
与
卜
号
ス
。
此
寺
二
築
嶋
人
柱
二
人
候
松

モ
児
童
木
像
影
有
」
と
説
い
て
、
叫
句
を
掲
げ
る
。
人
柱
伝
説

I

福
原
に
新
京
を
定
め
た
消
盛
が
、
難
航
す
る
築
港
成
就
の
た

十
人
の
人
柱
を
と
る
こ
と
を
命
じ
た
と
き
、
松

め
と
て

松
£
卜
七
寅
年

其
春
や

梅
化
翁

兵
柑
筑
岨
サ
松

E
像
林
起
を

み
て
|
し
淑
と
あ
り
け
れ
ば

〇

な
る

ノ

の
歌
枕
で
、
「
あ
ら
れ
」
は
蔽
酒
の
慈
を
含
ん
で
「
洒
の
か
ん
」

に
連
絡
し
、
「
松
」
は
狂
言
歌
謡
を
介
し
て
「
ざ
ゞ
ん
ざ
」
に
繋

が
る
。「
ざ
ゞ
ん
ざ
」
の
唄
声
に
蔽
洒
の
澗
と
、
酒
立
の
娯
を
点

じ
な
が
ら
、

一
句
は
、
な
か
に
と
こ
ろ
の
歌
枕
を
立
ち
人
れ
て
趣

向
を
凝
ら
す
。
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竜
が
身
替
わ
り
に
立
つ
べ
く
進
み
出
、
万
部
の
法
華
経
と
と
も
に

海
中
に
没
し
た
|
—
を
語
る
幸
若
「
築
嶋
」
は
、
松
王
の
年
齢
ヘ

の
言
及
を
欠
い
て
い
る
。
神
宮
文
耶
本
「
和
歌
名
所
追
考
」
第
五

十
三

「
経
餡
山
米
迎
寺
」
の
項
に
、
「
松
王
影
有
之
応
保
元
年
し
月
ト

-.-
H
●

11
盛
開
括
万
治
四
年
三
月
二
松
王
五
百
年
忌
行
之
」
と
い
う
が
、
こ
こ

に
も
、
十
七
歳
と
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
降
っ
て
宝
永
七
年
八

月
刊
「
兵
附
名
所
記
」
巻
上
、
同
寺
の
「
霊
宝
」
喰
頭
に
、

「人

柱
の
御
影
松
玉
む
さ
い
の
木
ぞ
ぅ
き
よ
も
り
公
御
作
」
と
挙
が
る
の
が
、

⑨
 

管
見
に
触
れ
た
唯
の
記
述
で
、
松
王
が
入
水
時
卜
七
歳
で
あ
っ

た
点
、
当
時
さ
ほ
ど
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
は
思
わ
れ
な
い

の
で
あ
る
。「
松
王
像
縁
起
を
み
て
ト
ヒ
歳
と
あ
り
け
れ
ば
」
と

の
洞
代
り
に
は
、
だ
か
ら
、
新
知
見
に
よ
り
俳
諧
発
想
の
契
機
を
得

た
、
そ
の
場
の
感
動
を
読
み
取
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
「
松
王
十
ヒ
寅
年
」
と
は
、
％
世
流
行
の
踊
歌
の

↓
節、

「
き
そ
ん
卜
じ
寅
の
年
」
を
言
い
掛
け
た
表
現
で
あ
る
。
天
和

W

年
二
月
上
演
「
京
わ
ら
ん
べ
j

宇
治
加
賀
推
正
本
に
、
「
初
秋
の

盆
の
踊
は
伊
勢
踊
。
き
そ
ん
卜
七
寅
の
年
参
る
薬
師
は
。
寅
薬
師
」

云
々
と
見
え
る
ほ
か
、
俳
諧
・
狂
歌
・
仮
名
依
＋
に
川
例
多
く
、

「
き
そ
ん
」
は
木
曽
踊
の
「
木
曽
」
の
転
訛
、
「
寅
年
」
は
「
虎
は

猛
獣
な
れ
ば
少
年
の
血
気
に
た
と
へ
た
り
」
（
「
妍
遊
笑
函
11~

」
巻
九
・

言
語
）
な
ど
と
解
さ
れ
る
。

松
王
の
若
盛
り
に
思
い
を
致
す

一
句
は
、
踊
歌
の
群
入
に
お
い

て
人
柱
説
話
の
感
動
的
な
面
彩
を
そ
ぎ
、
そ
の
殊
勝
と
勇
気
を
、

十
七
歳
ゆ
え
の
向
こ
う
見
ず
と
茶
化
す
か
の
如
く
で
あ
る
。
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描
く
の
で
あ
ろ
う
。

⑩ 
J

り
ず
ま
の

布
や
蚊ぱ
し
ら竹
の
か
き梅
翁

此
里
に
た
ぴ
／
＼
や
ど
り
て

縦

O

・
七
、
横

糎
。
占
歌
「
こ
り
ず
ま
の
こ
も

り
江
に
お
ふ
る
う
き
ぬ
な
は
」

（
「
古
今
和
歌
六
帖
」
第
六
、
「
歌

枕
名
寄
j

巻
第
十
五

・
飯
磨
）
の

連
想
に
よ
り
、
F
絵
は
浮
き
洋
を

J
 

新
出
句
で
あ
る
。
詞
湘
「
此
」
は
須
磨
を
、
「
た
び
／
＼
」

の
「
や
ど
り
」
と
は

、

明
石
城
‘
I
•

松
平
H

向
守
信
之
に
招
聘
さ

れ
て
の
、
播
州
下
向
の
折
々
を
指
示
し
よ
う
。
党
文
十

一
年
十
二

月
初
旬
—
同
ト

ニ
年
正
月

、

延
宝
元
年
十

一
月
1

十
二
月
上
旬

、

延
宝
二
年
七
月
、
延
宝
丘
年
以
、
と
、
少
な
く
と
も
四
度
は
行
わ

れ
た
明
石
行
き
の
う
ち
、
夏
季
は
延
宝
五
年
に
限
定
さ
れ
、
こ
れ

は
す
な
わ
ち
〈
旅
の
発
句
色
紙
〉
制
作
の
上
限
年
次
で
も
あ
る
。

「
こ
り
ず
ま
」
と
地
名
「
須
磨
」
の
掛
詞
は
和
歌
以
米
の
恨
用

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
「
連
珠
合
璧
集
」
に
「
山
が
つ
」
の
寄
合
と

し
て
「
す
ま
」
「
か
き
ほ
」
が
挙
が
る
よ
う
に
、
「
竹
の
か
き
」
か

ら
想
像
さ
れ
る
粗
末
な
「
宿
」
は
須
磨
の
娯
と
し
て
伝
統
的
で
あ
っ

て
、

一
句
の
仕
掛
け
に
、
さ
ほ
ど
の
新
味
は
窺
え
な
い
。
先
の
体

験
を
忘
れ
、
ま
た
し
て
も
蚊
柱
に
苛
ま
れ
て
過
ご
す

一
夕
の
、
白

嘲
の
吟
と
解
さ
れ
る
。
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⑫
縦
二
0
•

四
、
横

糎
。
右
横
側
が
や
や
裁
た
れ
て

い
る
。
下
絵
は
楓
゜

「
続
境
海
草
」
に
「
西
翁
」
号

で
入
集
し
、
重
ね
て
天
和
二
年
正

ー

月
刊
「
俳
諧
百
人

一
句
難
波
色
紙
」

に
「
梅
翁
」
号
で
巻
頭
に
選
ば
れ
て
い
る
。
詞
杏
は
本
色
紙
に
初

見
で
、
窃
文
九
年
秋
、
長
崎
引
杖
時
の
吟
と
判
明
す
る
。

は
る
か
な
る
府
茶
も

秋
の
ね
ざ
め
哉
梅
花
翁

一一

艮
崎
旅
館
に
て

七

「
千
載
和
歌
集
」
巻
第
五

・
秋
歌
下
、
大
弐
位
歌
「
は
る
か

な
る
も
ろ
こ
し
ま
で
も
ゆ
く
も
の
は
秋
の
ね
ざ
め
の
心
な
り
け
り
」

を
跨
ま
え
る
。
同
時
期
に
成
っ
た
と
思
し
き
、
「
長
崎
に
て
ね

此
な
ら
ぬ
こ
、
ろ
も
秋
の
海
べ
哉
」
（
「
宗
因
発
句
帳
」
秋
・
雑
秋
）

の
述
歌
発
句
も
右
の
和
歌
に
基
づ
く
こ
と
明
白
で
、
「
は
る
か
な

る
」
「
も
ろ
こ
し
」
の
語
が
、
彼
の
地
に
相
応
し
く
想
起
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
誘
い
出
さ
れ
る
「
唐
茶
」

は
、
中
国
舶
来
品
、
ま
た
肥
州
産
の
苫
茶
を
も
指
し
（
「
野
湾
茶

話
」
巻
之
中
・
茶
品
[
梨
)
‘
ぃ
ず
れ
長
崎
ゆ
か
り
の
素
材
で
あ
る
o

本
歌
で
は
秋
思
の
情
果
て
な
く
拡
が
る
と
設
定
さ
れ
た
「
ね
ざ

め
」
を
、

一
句
は
、
は
る
ば
る
異
国
よ
り
渡
来
し
た
唐
茶
の
せ
い

で
催
さ
れ
る
、
此
醒
の
意
に
取
り
替
え
る
。

発
句
の
成
立
年
次
は
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
万
治
か
ら
延
宝
五

年
の
間
、
約
ニ
ト
年
の
幅
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
体
裁
の
統

一

か
ら
し
て
、
お
そ
ら
く
は
然
る
べ
き
人
物
の
下
命
を
拝
し
て
、
延

宝
五
年
以
降
、
宗
因
晩
年
の
一
時
期
に
、
ひ
と
い
き
に
制
作
さ
れ

た
色
紙
群
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
原
型
は
、
旧
蔵
者
保
持
の
卜
五
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枚
以
上
に
、
多
く
に
想
像
し
て
お
く
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

梢
粗
は
あ
る
も
の
の
、
下
絵
と
発
句
は
、
お
お
む
ね
、
呼
応
関

係
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
柿
衛
文
庫
蔵
「
画
校
ト
ニ
ヶ
月
」
、
あ

る
い
は

「山
海
集
」
以
下
の
絵
発
句
集
に
比
す
る
と
き
、
句
意
を
汁
q

描
い
て
発
句
と
の
調
和
を
生
み
出
す
そ
れ
ら
西
鶴
の
手
法
に
対
し
、

当
色
紙
の
下
絵
は
あ
く
ま
で
、
詞
位
な
い
し
は
句
中
の
刺
に
の
み

拘
わ
り
、
且
つ
、
描
か
れ
た
屎
物
は
伝
統
的
領
域
に
留
ま

っ
て
は

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

④
に
お
け
る
神
宮
晶
居
、

⑤
に
お
け
る

経
柴
、

⑥
に
お
け
る
男
山
、

⑦
に
お
け
る
筍
の
、
句
と
絵
と
の

対
応
は
、
す
で
に
あ
る

F
絵
に
適
当
な
発
句
が
染
筆
さ
れ
た
に
し

て
は
密
接
に
過
ぎ
、
発
句
に
応
じ
た
下
絵
が
、
特
別
に
調
え
ら
れ

た
と
推
す
に
足
り
よ
う
。

L
o
 

小
松
茂
美
氏
は
、

「言
継
卿
記
j

「時
炭
卿
記
」
「
薙
州
府
志
」

を
播
き
つ
つ
、
室
町
か
ら
近
世
初
頭
、
色
紙
・
短
冊
の
料
紙
装
飾

が
、
専
門
画
家
た
る
土
佐
派
絵
師
、
及
び

「京
の
町
に
住
む
、
い

わ
ば
大
衆
職
人
画
家
」
た
る
「
絵
屋
」
に
よ

っ
て
担
わ
れ
て
い
た

t
l
 

と
示
唆
す
る
。
ま
た
、
連
歌
懐
紙
に
つ
い
て
、
石
川
真
弘
氏
に
、

「
現
存
す
る
絵
慎
紙
に
は
、
連
歌
の
巻
初
の
内
容
に
相
応
し
い
下

絵
を
描
い
た
懐
紙
を
ド
絵
所
に
注
文
し
、
そ
の
懐
紙
に
連
歌
を
消

kLJ
し
た
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
」
の
指
摘
が
備
わ

っ
て
い
る
。

右
に
従
い
こ
こ
で
も
、
京
の
下
絵
所
も
し
く
は

「絵
屋
」
に
注
文

さ
れ
た
装
飾
下
絵
で
あ

っ
た
と
想
定
し
て
お
き
た
い
。

で
は
、
発
句
は
、
何
人
の
選
択
に
預
か
る
の
か
。
新
出
IpJ
（③

⑪
)

の
存
在
・

当
代
の
俳
諧
撰
集
未
人
集
句

（⑤⑥））

の
存
在
・

既
出
句
に
お
け
る
所
収
俳
性
の
不

一
致
と
い
う
諸
徴
証
は
、
そ
れ

が
、
宗
因
の
慈
恩
を
お
い
て
他
に
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
如
実
に

ボ
し
て
い
る
。
制
作
の
依
頼
↓
宗
因
に
よ
る
発
句
選
定
ド
絵
発
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〈
宗
因
旅
の
発
句
色
紙
〉
の
特
色
は
、
原
則
、
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
な
情
況
に
接
し
て
詠
ま
れ
た
か
を
明
示
す
る
詞
書
を
添
え
る

こ
と
で
以
て
、
一
貫
し
た
モ
チ
ー
フ
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
点
に

集
約
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
②
⑫
は
そ
れ
ぞ
れ
『
境
海
草
』
『
続
境

海
草
』
と
い
う
初
期
談
林
俳
書
に
入
る
け
れ
ど
も
、
詞
書
の
欠
落

の
た
め
に
、
浜
松
と
長
崎
で
の
作
で
あ
る
こ
と
は
、
今
日
ま
で
全

く
意
識
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
一

貰
し
た
モ
チ
ー
フ
と
は
す
な
わ

ち
、
旅
中
吟
の
再
現
と
再
構
成
で
あ
る
。

そ
の
際
、
歌
枕
（
④
伊
勢
神
⑥
石
清
水
八
幡
宮
⑦
伏
見
⑨
霰
松

原
⑪
須
磨
）
と
非
歌
枕
（
①
幸
手
宿
②
浜
松
宿
③
草
津
宿
⑤
間
山

⑧
堺
⑩
築
嶋
⑫
長
崎
）
の
間
に
、
詠
み
分
け
の
意
識
は
薄
い
。
い

ず
れ
の
場
合
に
も
共
通
す
る
、
修
辞
表
現
に
よ
る
趣
向
性
は
、
先

主

3

学
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
地
名
に
関
わ
る
表
現
と
し
て
、
和
歌
・

連
歌
以
来
の
遵
守
す
べ
き
規
範
で
さ
え
あ
っ
た
。

明
石
に
て

か
く
し
こ
そ
春
は
一
夜
に
明
石
が
た
（
春
・
元
日
）

四

注
12

注
↓
染
筆
の
、
四
段
階
が
こ
こ
に
推
測
さ
れ
る
。

東
行
の
即
興
寛
文
一
一
寅
年

は
や
舟
に
の
れ
と
や
月
の
す
み
だ
川
（
秋
•
月
）

当
麻
寺
に
て

花
紅
葉
た
え
ま
は
雪
の
木
末
哉
（
冬
・
雪
）

右
は
、
『
宗
因
発
句
根
』
よ
り
の
抜
粋
だ
が
、
色
紙
①
⑥
⑦
⑧
⑨

⑪
句
に
殊
に
顕
著
な
、
地
名
へ
の
掛
詞
に
よ
る
観
念
的
の
傾
き
と
、

こ
れ
ら
連
歌
発
句
を
分
か
つ
も
の
は
、
ひ
と
え
に
俳
言
の
有
無
で

し
か
な
い
だ
ろ
う
。

一
方
、
徳
元
「
名
所
誹
諧
百
韻
」
（
寛
永
十
年
十
二
月
成
『
塵

塚
誹
諧
集
』
）
・
元
隣
「
日
本
国
尽
誹
諧
」
（
寛
文
六
年
頃
成
『
歌

仙
ぞ
ろ
へ
』
）
・
宗
因
「
研
仙
誹
諧
寄
名
所
」
（
延
宝
八
年
序
『
誹

枕
』
）
な
ど
の
国
名
・
名
所
を
賦
物
に
と
る
連
句
の
流
行
や
、
寛

文
二
年
二
月
跛
『
誹
諧
旅
枕
』
・
寛
文
十
二
年
正
月
刊
『
誹
諧
発

句
名
所
集
」
・
『
誹
枕
』
な
ど
の
名
所
発
句
集
の
刊
行
に
鑑
み
て
、

〈
旅
の
発
句
色
紙
〉
の
モ
チ
ー
フ
も
、
時
代
の
好
尚
を
反
映
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
〈
旅
の
発
句
色
紙
〉
に
お
け
る
非
歌

枕
に
は
、
古
歌
は
も
ち
ろ
ん
、
何
等
の
由
緒
も
故
事
も
持
た
な
い
、

つ
ま
り
名
所
で
す
ら
な
い
、
単
な
る
所
名
ま
で
も
が
含
ま
れ
て
い
注
11

る
。
①
幸
手
宿
及
び
⑤
間
山
は
、
か
の
幽
山
編
『
和
歌
名
所
追
考
』
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に
も
記
載
が
な
い
。
『
誹
諧
旅
枕
」
令
富
序
に
「
あ
る
は
ゆ
か
ぬ

く
に
、
あ
る
は
し
ら
ぬ
里
の
景
気
を
も
狂
旬
に
作
り
」
つ
つ
も

、
、
、
、
、
、

、、

、
、
、
、

「
浜
の
真
砂
の
か
ず
／
＼
お
ほ
き
人
の
句
を
拾
ひ
あ
つ
め
」
た
と

い
い
、
ま
た
『
誹
枕
』
素
堂
序
が
「
西
は
棒
の
津
に
ひ
ら
包
を
か

け
、
東
は
つ
が
る
の
は
て
迄
足
を
お
も
し
と
せ
ず
。
寺
と
い
ふ
て

ら
、
社
と
い
ふ
や
し
ろ
、
何
間
ば
り
に
ど
ち
ら
む
き
、
飛
騨
の
た

く
み
が
心
を
も
正
に
見
」
つ
つ
も
「
一
見
の
所
が
＼
に
て
う
け
し

、
、
、

、、

、
、
、
、

、、

る
し
た
る
こ
と
葉
の
た
ね
、
さ
ら
ぬ
を
も
と
り
か
さ
ね
て
」
と
告

白
し
、
未
踏
の
地
に
つ
い
て
は
絹
者
以
外
の
作
に
委
ね
て
、
諸
国

網
羅
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
と
は
対
照
的
に
、

〈旅
の
発
句
色
紙
〉

は
、
あ
く
ま
で
宗
因
ひ
と
り
の
踏
査
に
立
脚
し
、
か
く
も
広
範
な

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
発
旬
を
集
め
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
⑤
間
山
や

⑩
築
嶋
に
際
立
つ
、
実
感
と
即
興
性
も
首
肯
さ
れ
よ
う
。

主
5

そ
の
踏
査
は
無
論
、
野
間
光
辰
氏
が
、
「
宗
因
の
旅
行
は
芭
蕉

の
そ
れ
の
よ
う
に
、
風
雅
一
筋
の
旅
行
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宗
因
の
旅
は
連
歌
宗
匠
の
旅
で
あ
る
。

あ
た
か
も
中
世
の
連
歌
師
が
、
諸
国
の
武
将
の
厚
遇
を
受
け
て
、

大
名
行
列
の
ご
と
き
行
粧
で
往
来
し
た
る
昔
を
偲
ば
せ
る
も
の
が

あ
っ
た
」
と
断
ず
る
よ
う
に
、
諸
所
へ
の
連
歌
奉
仕
を
大
前
提
と

3
 

2
 

ー

文
暁
の
伝
と
正
教
寺
伝
来
の
俳
諧
資
料
に
つ
い
て
は
、
杉

浦
正
一
郎
氏
「
『
花
屋
日
記
』
の
著
者
俳
人
文
暁
の
研
究
」

（
『
文
学
研
究
』

43
、
昭
2
7
.
3
)
、
藁
井
信
恒
氏
「
正
教
寺

文
暁
と
花
屋
日
記
」
（
八
代
市
立
博
物
館
友
の
会
企
画
展

「
正
教
寺
文
暁
と
花
屋
日
記
展
』
、
平

6
.
9
)
参
照
。
文

暁
蒐
集
の
俳
諧
資
料
に
は
、
宗
因
短
冊
三
点
も
含
ま
れ
る
。

以
下
、
宗
因
の
伝
記
的
事
項
、
及
び
発
句
成
立
の
時
期
に

関
す
る
記
述
の
委
細
は
、
拙
稿
「
西
山
宗
因
年
譜
稿
」
（
『
ビ

ブ
リ
ア
』

111
、
平
1
1
.
5
)
に
拠
ら
れ
た
い
。

発
句
と
謡
曲
「
定
家
」
と
の
連
絡
を
考
慮
す
れ
ば
、
下
絵

の
草
は
定
家
葛
と
も
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
確
証
を
得
な
い
。

注

す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
色
紙
に
、
そ
の
よ
う
な
公
的
側

面
が
一
切
排
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
同
等
の
注
視
を
向
け
ね
ば

な
る
ま
い
。
〈
宗
因
旅
の
発
句
色
紙
〉
は
、
私
的
感
慨
を
湛
え
つ

つ
、
後
半
生
の
遍
歴
を
、
俳
諧
で
点
綴
す
る
。

一
代
の
旅
の
記
念

は
、
こ
こ
に
縮
図
化
を
遂
げ
た
。
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，
 

8
 
7
 

6
 
5
 

4
 
『
む
か
し
口
』
と
『
梅
翁
宗
因
発
句
集
』
の
相
関
、
及
び

句
集
絹
纂
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
宗
因
顕
彰
と
そ
の

時
代
」

（『連
歌
俳
諧
研
究
』

97
、
平
1
1
.
8
)
参
照
。

富
山
奏
氏
編
『
校
本
三
冊
子
』
（
昭
58
、
和
泉
書
院
）
を

参
看
し
つ
つ
、
引
用
底
本
に
は
安
永
版
本
を
用
い
た
。

『
宗
因
発
句
帳
』
に
就
け
ば
、
男
山
で
の
連
歌
発
句
と
し

て
、
「
八
幡
滝
本
坊
に
て
陰
す
ゞ
し
と
は
ゞ
松
さ
へ
杉
の

登

門
」
（
夏

・
納
涼
）
、
「
男
山
宝
蔵
坊
に
て
椅
を
も
わ
す
れ

草
つ
む
花
野
哉
」
（
秋
・

草
花
）
、
「
於
八
幡
山
入
空
や
客

よ
り
み
て
も
客
の
月
」
（
秋
•
月
）
、
「
お
と
こ
山
名
だ
、
る

月
の
か
つ
ら
哉
」
（
秋
・
名
月
）
、
「
男
山
御
供
所
に
て
雪

に
猶
そ
び
え
し
客
の
い
ら
か
哉
」
（
冬
・
雪
）
の
、
五
句
が

得
ら
れ
る
。

延
宝
七
年
成
『
詞
林
金
玉
集
』
に
拠
る
。

大
谷
篤
蔵
氏
編
『
須
磨
寺
御
開
帳
古
俳
書
集

福
原
襲
鏡

太
夫
桜
』
（
昭
59
、
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
）
所
収
の
神
戸
市
立

図
書
館
本
影
印
を
参
照
の
上
、
適
宜
、
同
書
の
翻
字
を
訂
し

て
引
用
す
る
。

岡
田
利
兵
衛
氏
「
西
鶴
の
絵
画
ー
俳
諧
関
係
ー
」
（
『
岡

田
利
兵
衛
著
作
集
皿
西
鶴
・
近
松
・
伊
丹
』
所
収
、
平
9
、

八
木
書
店
）
参
照
。

10

『
日
本
書
流
全
史
上
』
（
昭
45
、
講
談
社
）
。

11

「
連
歌
懐
紙
に
つ
い
て
」
（
『
会
報
大
阪
俳
文
学
研
究
会
』
34
、

平
12.10)
。

12

絵
師
と
俳
諧
師
が
同
席
す
る
場
で
、
下
絵
描
画
と
発
旬
染

箪
が
半
ば
同
時
に
行
わ
れ
た
可
能
性
も
想
像
さ
れ
る
け
れ
ど

も
、
当
色
紙
の
場
合
、
下
絵
の
出
来
よ
り
判
断
し
て
、
然
る

べ
き
工
房
で
、
予
め
調
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

13

白
石
悌
三
氏
「
「
絶
景
に
む
か
ふ
時
は
う
ば
は
れ
て
不
レ

叶
」
の
意
味
」
（
『
語
文
研
究
』

19
、
昭
4
0
.
2
)
、
石
川
真

弘
氏
「
「
わ
せ
の
香
や
」
句
考
」
（
『
蕉
風
論
考
』
所
収
、
平

2
、
和
泉
書
院
）
な
ど
。

14

岡
本
聡
氏
「
『
和
歌
名
所
追
考
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
1

神
宮
文
庫
蔵
写
本
を
中
心
に
ー
」
（
『連
歌
俳
諧
研
究
』

95
、

平
1
0
.
8
)
参
照
。

15

「
連
歌
師
宗
因
」
（
『
談
林
叢
談
」
所
収
、
昭
62
、
岩
波
書

店）
。
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本
稿
は
、
大
阪
俳
文
学
研
究
会
平
成
十
四
年
二
月
例
会
に
お

け
る
報
告
に
基
づ
き
、
種
々
の
御
教
示
を
参
考
に
修
正
を
成
し

た
も
の
で
す
。
正
教
寺
の
藁
井
信
恒
氏
に
は
、
資
料
紹
介
の
御

許
可
ほ
か
の
御
交
誼
を
頂
戴
し
、
『
和
歌
名
所
追
考
』
の
引
用

に
際
し
て
は
、
岡
本
聡
氏
の
御
世
話
に
与
り
ま
し
た
。
以
上
、

記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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